
《
交
響
曲
第
５
番
》
１
９
３
７
 

《
交
響
曲
第
９
番
》
１
９
４
５
 

《
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
第
１
番
》
１
９
４
７
│
４
８
 

《
弦
楽
四
重
奏
曲
第
８
番
》
１
９
６
０
 

《
ヴ
ィ
オ
ラ
・
ソ
ナ
タ
》
１
９
７
５
 

 　
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
は
、
波
乱
に
満
ち
た
生
涯
に
15
曲

の
交
響
曲
、15
曲
の
弦
楽
四
重
奏
曲
を
書
い
て
い
る
。複
雑

な
ソ
連
の
政
治
的
背
景
、
戦
時
下
の
最
中
に
15
曲
の
並
外

れ
た
数
の
作
品
を
書
き
上
げ
た
。15
に
込
め
た
彼
の
想
い
、

揺
る
ぎ
な
い
信
念
の
強
さ
を
感
じ
る
。体
制
へ
の
反
抗
心
、

戦
争
の
影
響
で
、彼
の
作
品
に
は
、重
々
し
い
暗
い
影
、大

胆
さ
、皮
肉
め
い
た
ユ
ー
モ
ア
が
漂
い
、彼
の
心
の
叫
び
、葛

藤
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。無
調
的
な
音
の
扱
い
が
部
分
的
に

見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
基
本
的
に
調
性
音
楽
で
あ
り
、

バ
ッ
ハ
、ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、マ
ー
ラ
ー
の
多
大
な
影
響
を
受

け
て
お
り
、古
典
的
様
式
を
基
礎
と
し
対
位
法
、作
品
の
引

用
、
ユ
ニ
ゾ
ン
、
ヘ
テ
ロ
フ
ォ
ニ
ー
な
ど
の
使
用
は
、
彼
の
特

徴
的
な
音
楽
語
法
で
あ
る
。異
な
っ
た
年
代
に
書
か
れ
た
作

品
か
ら
選
曲
し
た
５
作
品
を
時
代
順
に
紹
介
し
て
い
く
。
 

　
交
響
曲
伝
統
の
継
承
者
で
あ
り
20
世
紀
を
代
表
す
る
交

響
曲
作
曲
家
の
一
人
と
し
て
、シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
は
、

15
曲
の
交
響
曲
を
生
み
出
し
、各
作
品
に
は
、作
曲
時
期
の

複
雑
な
政
治
背
景
、彼
の
信
条
が
深
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。

当
時
、彼
の
作
品
が「
形
式
に
お
い
て
民
族
的
、内
容
に
お

い
て
社
会
主
義
的
」
と
い
う
要
請
か
ら
外
れ
て
お
り
糾
弾

の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、大
作
で
あ
る《
交
響
曲

第
４
番
》の
初
演
は
延
期
さ
れ
25
年
後
と
な
っ
た
。そ
の
後

す
ぐ
に
「
革
命
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
「
生
」
を
テ
ー

マ
と
し
た《
交
響
曲
第
５
番
》に
取
り
掛
か
っ
た
。結
果
的

に
は
、
10
月
革
命
20
周
年
記
念
の
演
奏
会
で
初
演
さ
れ
大

成
功
を
収
め
た
。
芸
術
家
に
も
国
の
圧
力
が
か
か
り
内
面

的
格
闘
の
上
に
生
ま
れ
た
作
品
で
も
あ
る
。
全
て
の
苦
難

に
対
す
る
勝
利
を
歌
い
あ
げ
た
よ
う
な
最
終
楽
章
で
は
、

フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
と
と
も
に
希
望
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ

う
な
熱
意
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
第
１
、
４
楽
章
で
は
、

ビ
ゼ
ー
の
オ
ペ
ラ
『
カ
ル
メ
ン
』
の
有
名
な
「
ハ
バ
ネ
ラ
」

か
ら
の
引
用
が
見
ら
れ
る
。
 

　
２
曲
目
の
交
響
曲
は
15
曲
か
ら
ど
の
観
点
で
選
曲
す
る

の
か
少
々
迷
う
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
大
編
成
で
長
大
な
作

品
が
多
い
中
、
彼
の
交
響
曲
の
中
で
は
短
く
簡
潔
で
無
駄

が
な
く
ア
イ
デ
ア
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る《
交
響
曲
第
９
番
》

を
選
ん
で
み
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
以
来
「
第
９
」
は
、
作

曲
家
に
と
っ
て
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
番
号
で
あ
る
が
、

彼
は
、
そ
の
記
念
碑
的
な
華
や
か
さ
の
期
待
を
こ
の
作
品

で
裏
切
っ
た
。
交
響
曲
に
し
て
は
短
い
が
全
５
楽
章
の
構

成
で
、
ハ
イ
ド
ン
風
の
古
風
な
ス
タ
イ
ル
で
軽
快
に
纏
め

ら
れ
て
い
る
。
各
楽
章
の
様
々
な
楽
器
の
特
徴
的
な
ソ
ロ

の
絡
み
合
い
は
聴
か
せ
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
お
り
、
奏
者
も

聴
衆
も
楽
し
め
る
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
室
内
楽
的
な
書

法
も
楽
器
の
組
み
合
わ
せ
を
配
慮
し
音
響
も
熟
慮
さ
れ
て

い
る
。例
え
ば
、２
楽
章
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
二
重
奏
後
の

中
間
部
で
弱
音
器
に
よ
る
弦
楽
器
に
ホ
ル
ン
を
加
え
た

り
、短
い
４
楽
章
で
は
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、テ
ュ
ー
バ
の
葬
送

曲
風
な
音
形
と
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
独
奏
に
よ
る
悲
痛
な
叫
び
の

よ
う
な
パ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
る
表
現
が
見
ら
れ
た
り
す
る
。
 

2

特
集
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
の
名
作
た
ち

●
伊
藤
美
由
紀

15
曲
の
交
響
曲
、
15
曲
の
弦
楽
四
重
奏
曲
 

15
に
込
め
た
彼
の
想
い
、
揺
る
ぎ
な
い
信
念
の
強
さ
を
感
じ
る

交
響
曲
第
５
番
、
第
９
番
 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
第
１
番
 

弦
楽
四
重
奏
曲
第
８
番
、
ヴ
ィ
オ
ラ
・
ソ
ナ
タ



　
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
の
分
野
で
は
、ピ
ア
ノ
、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

チ
ェ
ロ
の
た
め
に
各
２
曲
ず
つ
書
い
て
い
る
。と
り
わ
け
、第

２
時
世
界
大
戦
中
に
友
人
で
も
あ
っ
た
20
世
紀
を
代
表
す

る
名
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
オ
イ
ス
ト
ラ
フ
の
為
に
作
曲
さ

れ
た《
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
第
１
番
》は
、そ
の
壮
大
さ

を「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
変
容
」と
彼
に
言
わ
れ
て
い
る
。バ

ロ
ッ
ク
組
曲
風
の
４
楽
章
か
ら
な
り
、
各
楽
章
は
ノ
ク
タ

ー
ン
、
ス
ケ
ル
ツ
ォ
、
パ
ッ
サ
カ
リ
ア
、
ブ
ル
レ
ス
ク
の
標
題

を
も
っ
て
い
る
。１
楽
章
は
瞑
想
的
な
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独
奏

の
テ
ー
マ
に
よ
り
始
ま
り
、
ソ
ロ
は
終
始
、
緊
張
感
の
あ
る

張
り
詰
め
た
無
限
旋
律
の
よ
う
な
流
れ
と
な
っ
て
お
り
奏

者
の
音
楽
性
が
際
立
つ
。金
管
楽
器
は
ホ
ル
ン
と
テ
ュ
ー
バ

の
み
の
変
則
的
な
編
成
で
、
チ
ェ
レ
ス
タ
と
ハ
ー
プ
に
よ
る

透
明
感
の
あ
る
伴
奏
、シ
ロ
フ
ォ
ン
、タ
ン
ブ
リ
ン
、テ
ィ
ン

パ
ニ
の
賑
や
か
な
行
進
曲
、ホ
ル
ン
、チ
ュ
ー
バ
な
ど
に
よ
り

コ
ラ
ー
ル
風
な
パ
ッ
サ
カ
リ
ア
な
ど
、
各
楽
章
で
は
個
性
的

な
音
色
を
追
求
し
て
い
る
。
３
楽
章
と
４
楽
章
の
間
の
長

大
な
カ
デ
ン
ツ
ァ
は
、技
巧
的
な
重
音
奏
法
や
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ

オ
ー
ソ
的
な
ソ
リ
ス
ト
の
名
技
の
見
せ
場
で
も
あ
る
。
 

　
室
内
楽
の
分
野
で
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
は
、
特
に
弦

楽
四
重
奏
曲
を
晩
年
に
か
け
て
力
を
入
れ
て
書
き
上
げ
て

い
る
。
１
作
目
を
書
い
た
の
が
ち
ょ
う
ど
交
響
曲
第
５
番

を
書
い
た
後
で
、
他
の
分
野
で
成
功
し
実
力
を
築
い
た
所

で
あ
っ
た
。《
弦
楽
四
重
奏
曲
第
８
番
》
は
、
発
表
時
に
共

産
党
当
局
の
目
を
逸
ら
す
た
め
に
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
戦
争

の
犠
牲
者
」に
捧
げ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、共
産
党
に
入
党

し
た
こ
と
で
精
神
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
た
自
分
に
捧

げ
た
作
品
で
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
全
５
楽
章
中
断

な
く
演
奏
さ
れ
、
全
曲
に
渡
っ
て
作
曲
者
の
名
前
の
頭
文

字
Ｄ
│
Ｓ
│
Ｃ
│
Ｈ
の
ド
イ
ツ
音
名
か
ら
な
る
沈
痛
な
暗

闇
を
漂
わ
せ
た
主
題
（
レ
│
♭
ミ
│
ド
│
シ
）
が
循
環
主
題

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
。
今
ま
で
の
自
作
か
ら
の
断
片

も
多
々
引
用
さ
れ
て
お
り
、
個
人
的
な
体
験
の
悲
痛
な
嘆

き
を
暗
示
し
て
い
る
。
 

　
《
ヴ
ィ
オ
ラ
・
ソ
ナ
タ
》は
、死
の
直
前
に
作
曲
さ
れ
た

遺
作
と
な
り
、
没
後
約
２
ヶ
月
後
に
初
演
さ
れ
た
作
品
で

あ
る
。死
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、思
索
的
な
渋
く

重
い
深
み
の
あ
る
響
き
、
透
明
感
の
あ
る
張
り
つ
め
た
よ

う
な
緊
張
感
の
あ
る
全
３
楽
章
の
作
品
と
な
っ
て
お
り
、

ヴ
ィ
オ
リ
ス
ト
に
と
っ
て
も
重
要
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
１

曲
で
あ
る
。
弦
楽
器
の
中
で
主
役
に
な
る
機
会
の
少
な
い

ヴ
ィ
オ
ラ
を
選
ん
だ
こ
と
も
、
ヴ
ィ
オ
ラ
特
有
の
響
き
を

想
定
し
て
お
り
、
彼
に
と
っ
て
特
別
な
意
味
を
持
っ
て
い

た
に
違
い
な
い
。１
楽
章
冒
頭
は
、ベ
ル
ク
の
遺
作
で
あ
る

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
の
冒
頭
を
髣
髴
さ
せ
る
。
３
楽
章

は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
と
な
っ
て
お
り
、
ピ

ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
14
番「
月
光
」を
引
用
し
て
い
る
こ
と
で
も

有
名
で
あ
る
。「
月
光
ソ
ナ
タ
」
の
音
形
は
、
彼
の
《
弦
楽

四
重
奏
曲
第
11
番
》
と
《
15
番
》
で
も
引
用
さ
れ
て
お
り
、

死
の
予
感
を
切
々
と
音
で
綴
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
彼

の
他
の
作
品
で
も
多
用
さ
れ
て
い
る
引
用
も
、
こ
の
作
品

で
は
最
後
の
作
品
と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
て
か
自
作
の
15

曲
の
交
響
曲
を
含
め
た
引
用
を
試
み
、
自
分
の
作
品
を
振

り
返
る
こ
と
で
最
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
た
の
で
あ
ろ

う
か
。最
後
、ハ
長
調
に
達
し
、安
ら
か
に
眠
り
に
つ
く
よ

う
な
時
間
の
無
限
さ
を
感
じ
さ
せ
曲
を
閉
じ
る
。
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